
※受付期間：令和２年４月１日から令和３年２月２６日まで
申請手続きについては、役場住民課生活環境係 電話2-3133までお尋ねください。

１．省エネ給湯機設備設置
補助金額：対象経費の6分の1 上限10万円

２．LED照明設備購入
補助金額：対象経費の2分の1

一般住宅 上限 2万5千円 下限1万円
事 業 所 上限 10万円 下限5万円

３．木質系燃料ストーブ購入
補助金額：対象経費の2分の1 上限5万円（1台限り）

令和２年度 第１回
猿払村地球温暖化対策地域協議会を

書面会議により開催しました

〈猿払村新エネ・省エネ設備等導入促進補助金制度〉

レジ袋の使用を見直そう！

７月１日から全国でプラスチック製買い物袋の有料化が
スタートしました。この機会にレジ袋やプラスチック製品
全般の使用について改めて考え、ごみ問題、地球温暖
化対策について考えるきっかけにしましょう。
コンビニ用の少量エコバックも用意しておくと便利です。

今年度も下記の対象設備について、補助制度を実施します

PETボトル再生利用について、大手飲料メーカーの取組みを
裏面に掲載しましたのでご覧ください。



PETボトル
ユーザーの取り組み

豊かな自然を守り、育み、次の世代へと引き継ぐこと。アサヒ飲料は、2030年までにプ
ラスチック製容器包装の全重量の60％にリサイクルPET、植物由来の環境配慮素材
などを使用すること、プラスチック製容器包装の重量削減すること、プラスチック以外
の容器や新しい環境配慮素材の研究開発することの３つの目標を定めて推進してい
ます。

伊藤園

コカ・コーラシステムでは、国内独自の環境目標「容器の2030年ビジョン」を設定し
「World Without Waste(廃棄物ゼロ社会)」の実現を目指した活動に取り組んでいま
す。現在までに、セブン＆アイ・ホールディングスとの共同企画商品「一(はじめ)緑茶」
や「い・ろ・は・す天然水」に、100％リサイクル素材のPETボトルを使用しています。

キリンビバレッジ

コカ・コーラ

サントリーグループ

これまでにボトル本体やラベル、キャップの軽量化によるプラスチック原料使用抑制に
取り組んできました。加えて、使用済みのPETボトルを「資源」として有効利用していく
ため、2030年を目処に「お～いお茶」ブランドで使用するすべてのPETボトルを『100％
リサイクルPETボトル』に切り替えることを目指し、昨年6月より順次切り替えを開始して
います。

サントリーグループでは、2030年までにPETボトルの100％サステナブル化を目指して
います。2011年には国内初のボトルtoボトルのリサイクルシステムを開発。2018年には
「FtoPダイレクトリサイクル技術」を協栄産業㈱と共同開発し、石油由来のPETボトルと
比較して約60％のCO²削減を可能にしました。2030年の目標に向けて、環境負荷の少
ないPETボトルの製造をさらに推進してまいります。

アサヒ飲料

キリングループが掲げる「2027年までに日本国内におけるPET樹脂使用量の50％をリ
サイクル樹脂に」を含む「キリングループ プラスチックポリシー」のもと、キリンビバレッ
ジでは、再生PET樹脂を100％使用した“R100ペットボトル”を2019年6月中旬より「キリ
ン 生茶デカフェ」に採用しています。「キリン 午後の紅茶 おいしい無糖」の一部で
も再生PET樹脂を使ったPETボトルを使用しています。


